
平成２２年度 一般会計当初予算説明資料

10款 教育費

７項 保健体育費 スポーツ振興課（内線：７９１９）→事業実施：スポーツ健康教育課

４目 スポーツ振興費 （単位：千円）

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備 考

起 債 その他 一般財源国庫支出金

とっとり広域スポー
1,294 1,294 0 1,294

ツセンター事業

トータルコスト 4,521千円（前年度4,608千円 ［正職員：0.4人］）

主な業務内容 委員会・研修会の開催、各市町村・スポーツ団体との調整、旅費等の支払い

総合型地域スポーツクラブを平成22年度までに全市町村に配置。また平成28年度工程表の政策目標 指標（ ）

までに旧市町村で設置。

事業内容の説明

１ 事業の目的・概要

少子高齢化が進む本県にとって、生涯スポーツを通した健康づくりを推進していくためには、

子供から高齢者まで様々な種目を楽しむことができる総合型地域スポーツクラブの活動が有効で

あることから、総合型地域スポーツクラブを育成・支援するための事業を実施する。

（単位：千円）２ 主な事業内容

区 分 予算額 事 業 内 容

企画運営委員会の開催 69 総合型地域スポーツクラブの育成支援方針等の検討を

行う （年２回）。

研修会の開催 333 安定したクラブ運営を行っていくために、クラブの中

心となるクラブマネジャー等及び市町村の担当者、体

育指導委員を対象としたクラブマネジャー研修会を開

催する （年３回）。

事務費 892

計 1,294

３ これまでの取組状況、改善点

【指標】総合型地域スポーツクラブを１９市町村に配置 →【現状】１７市町で設置済

総合型地域スポーツクラブの設立に向け、未設置町村に出向き、状況の確認や設立に向けての

アドバイス（総合型地域スポーツクラブの趣旨、住民説明会の実施、賛同者の発掘及び行政サイ

ドの共通理解等が必要）を行った結果、昨年度と比較して未設置町村が１町減少した。

また、幅広く総合型地域スポーツクラブに関わりが持てるよう、クラブマネジャー研修会の対

象者に、クラブ関係者だけではなく市町村のスポーツ振興担当者及び体育指導委員も対象に加え

た。


